
	中国地質調査業協会

第２０回技術講演会

ご  案  内




基本テーマ

第1部「地盤に関する諸問題と対応」

第2部「現場技術の伝承」

開催日時 ： 平成２４年６月８日（金）

講演会･技術発表　　９：５０～１７：３０（受付９：２０～）

技術者交流会　   １８：３０～２０：００

開催場所 ： 山口県健康づくりセンター２F第１研修室

〒753-0714　山口市吉敷下東三丁目1番1号

ＴＥＬ ０８３－９３４－２２００

主催 ： (一社)全国地質調査業協会連合会 中国地質調査業協会

後援 ：　(一社)日本応用地質学会中国四国支部
　　　　　　　　　　　　　　　　

担当支部 ： 中国地質調査業協会　山口県支部

 問合せ先 

     中国地質調査業協会  広島県広島市中区鉄砲町1-8佐々木ﾋﾞﾙ TEL　082-221-2666
     中国地質調査業協会島根県支部  島根県松江市北陵町41  TEL 0852-21-5663
中国地質調査業協会 第２０回技術講演会
第1部　基本テーマ

「地盤に関する諸問題と対応」

平成23年3月に発生した東日本大震災において、津波の被害はもとより、広い範囲に地盤の液状化が発生し、復興に向け深刻な問題となっています。このような大規模災害だけではなく、広く地盤に関する諸問題が発生する中、地質調査業こそ、社会の要請に応えられる業種であると自負しています。

日本という国土は狭いながらも、極めて複雑な地質構造を呈しており、適正な地質評価なしでは安全な国造りは困難であり、またトータルコストの削減もできません。これらに寄与するために、我々は、例えば不安定な地盤や脆弱な地質の的確な探査と評価、地質環境への影響を把握する技術などを今まで以上に高める必要があります。

このような状況を踏まえ、標記のようなテーマを掲げ、特に地盤に関する諸問題とその対応の技術を高めることを主体にしたテーマで技術講演会を開催することと致しました。


特　別　講　演

「中国地方の地盤と地下水」

山口大学理工学研究科　

田中 和広教授
（要旨）

平成21年7月の山口市大歳地区の洪水災害や平成23月3月の東日本大震災に見られるように災害の
たびに、水資源の確保が重要な検討課題となっている。地下水はこのような災害時の緊急的水源とし
て重要である。特に、深層地下水は地表付近の汚染の影響が少なく、飲用水としてだけでなく、温泉
開発や工業用水としての利用も期待されている。発表では、中国地方の地下水をその起源や水質形成
のメカニズムに基づいていくつかのタイプに区分するとともに、地質・地質構造を考慮した局所的、
広域的な地下水流動について考察を行い、地下水利用のための基礎的情報を提供する。
プ　ロ　グ　ラ　ム

特別講演

15:40～17:20　「中国地方の地盤と地下水」

山口大学理工学研究科


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　和広教授
9:50～10:00　　開会挨拶　　　小谷理事長
第１部：技術一般発表　　　発表15分、質疑応答5分
10:00～10:20　「地盤改良設計における問題と対応 －道路盛土建設を例として－」


　復建調査設計㈱　地盤環境部地盤環境課　米浦　大輔
10:20～10:40　「道路切土法面において発生した変状に対する調査・観測及び対策工法検討事例」


　サンヨーコンサルタント㈱　地質調査課　田阪　紘史
10:40～11:00　「自然由来重金属等の条件による分布の特徴」


㈱エイト日本技術開発　中国支社　ジオ・エンジニアリング部　嶋　将志
 [　休　憩　]

11:10～11:30　「キャップロック構造切土法面での災害事例」


　㈱日本海技術コンサルタンツ　隠岐支社　武志　賢一
11:30～11:50　「軟弱地盤における護岸復旧事例」


　ダイニチ技研㈱　設計・調査部　小林　靖朋
[　昼　食　]

第２部：現場技術の伝承　　　発表25分、質疑応答5分
12:50～13:20　「地質工学に関する基礎知識－岡山県の地形・地質を例として－」


　　㈱ウエスコ　地盤調査事業部　与那城　稔

13:20～13:50　「これからの技術者は！－人から学ぼう－」


　　　　常盤地下工業㈱　取締役技術部長　瀬原　洋一
13:50～14:20　「花崗岩地域の斜面崩壊の今昔」


 　　　一山コンサルタント　代表　山下 祐一
 [　休　憩　]

14:30～15:00　「水源調査のボーリング技術、及びその設備を利用した削孔技術の紹介」


　　㈱タシマボーリング　代表取締役社長　田島　大介
15:00～15:30　「軟弱地盤の形成と変形を許容した対策工法」


　　㈱藤井基礎設計事務所　代表取締役　藤井　三千勇
[　休　憩　]

17:20～17:30　　閉会挨拶　　　外山技術委員長
第1部　技術一般発表要旨
「地盤改良設計における問題と対応 －道路盛土建設を例として－」



復建調査設計㈱　地盤環境部地盤環境課　米浦　大輔
　対象盛土の地盤改良は、延長200m区間について概略検討という位置付けで設計されていた。この検討までにはボーリング調査2本、スウェーデン式サウンディング試験2本が実施され、地層や土質特性の推定が行われていた。その後、対象盛土付近にて実施された調査から、対象地の土質状態が既往調査結果と違う傾向を示していることが確認された。以上の問題を確認するため、工事着手前に対象盛土直下にて追加調査を実施し、地層および土質定数の検討を行った。検討の結果、対象地の地層や粘土層の土質特性は既往調査結果と異なっていることが判明した。これを受けて設計を実施した結果、地盤改良は当初予定されていた深層混合処理工法から、中層混合処理工法が適用できることが判明し、より経済的な工法を提案できた。本発表では、以上のような地盤改良設計における問題と対応を一例として紹介する。
「道路切土法面において発生した変状に対する調査・観測及び対策工法検討事例」

サンヨーコンサルタント㈱　地質調査課　田阪　紘史

平成21年7月の豪雨に伴い、道路法面において変状が発生した。本発表では、変状箇所及びその周辺において実施した地質調査・動態観測、解析及び対策工を検討した事例について紹介する。地質調査の結果、当該法面では崩壊長約30m、幅約60mの地すべりが想定された。しかしながら調査・観測時期が渇水期であったため、十分な動態観測結果が得られず、解析を行ううえでの条件の設定においても課題が残されていた。そこで、豊水期における観測が地すべり挙動を把握するうえで重要であると考え、追加観測の提案を行った。追加観測の結果、降雨に伴う地すべり変動及び地下水位の上昇が確認された。この観測結果に基づき地すべり機構解析を行い、最適な対策工の検討を行うことができた。
「自然由来重金属等の条件による分布の特徴」

㈱エイト日本技術開発　中国支社　ジオ・エンジニアリング部　嶋　将志
近年、土木工事に伴って発生した土砂や岩石において、自然由来の重金属類に関する問題が顕在化している。自然の土砂や岩石の重金属類の含有特性や溶出特性は、その地質に関係すると考えられるため、この問題に対して効率的な検討を実施するためには、質等の特性に関する見識が必要と考えられる。本稿では、過去の分析事例を収集し、その分析結果を地質別、岩質別、重金属類の物質別に整理した上、pHとの相関性についても検討した。その結果、地質等の条件による、各重金属等の分布の特徴が明らかになった。研究にあたっては、東海・近畿・中国・四国地方の各地より採取した試料(約550点) の分析結果を使用した。但し、収集データは各地を均質に収集したものではなく、局所的に複数の試料を採集していた箇所もあり、特に新第三系の堆積軟岩のデータが比較的多く収集されている。従って、本検討結果は必ずしも対象地域の特性を俯瞰的にとらえていない可能性もあるが、現時点で把握できた傾向をとりまとめた。研究の結果明らかになったこととして、基準超過の比率は、溶出量試験については砒素の事例が最も多く、セレンやフッ素、鉛の順となった。その他の重金属類は収集した試料では超過事例はなく、非常にまれである。一方、含有量は、鉛のみ基準超過事例があった。セレン、鉛、フッ素の溶出量は地質や年代による偏りが認められた。一方、砒素溶出量は，地質や年代にかかわらず超過事例があった。

「キャップロック構造切土法面での災害事例」



㈱日本海技術コンサルタンツ　隠岐支社　武志　賢一
　島根県隠岐の島の町道で発生した切土法面災害である。被災地に分布する地質は、新第三紀後期中新世の流紋岩溶岩及び火砕岩である。下位に分布する火砕岩は固結度が低く、礫混りシルト状を呈す。このため、浸食に著しく弱く、崩壊が発生するなどの特徴がある。この上位には、亀裂が発達する流紋岩溶岩が火砕岩を覆っており、いわゆる｢キャップロック構造｣を形成している。被災地は過去にも崩壊が発生しており、その対策として吹付法枠工が施工されていた。しかし、再度崩壊が発生し、対策工の検討が必要となった。町道は，町の屎尿処理場へと通じ、通行止めが不可である。しかし、法面は降雨毎に滑動していたため、応急押さえ盛土及び動態観測を行い、安全を確保した上で調査を行った。対策工は効果的かつ経済的となるように、応急押さえ盛土を活かした対策工を計画した。災害時における地質把握の重要性と安全確保について事例を紹介する。

「軟弱地盤における護岸復旧事例」

ダイニチ技研㈱　設計・調査部　小林　靖朋
本事例は平成23年9月に発生した台風12号により被災した護岸の復旧検討である。計画地は護岸背面に家屋が近接する山間部の掘込河道であり、背面から多量の湧水が確認されたことから、排水性の高いカゴマットによる復旧工を選定していた。しかし、応急で施した大型土のうに大きな変状が発生したことから、スウェーデン式サウンディングによる簡易的な地盤調査を実施したところ、調査深度4mまでロッドの自沈を伴う軟弱地盤であることを確認した。そこで、詳細な地層構成・地盤性状の確認が必要と考え、ボーリング調査を追加し、その結果を基に護岸工基礎地盤の支持力確保とともに、背後家屋への影響を配慮した深層混合処理工法による地盤改良で対応したものである。

第2部　現場技術の伝承発表要旨
「地質工学に関する基礎知識－岡山県の地形・地質を例として－」



㈱ウエスコ　地盤調査事業部
与那城　稔
　近年、多くの高校で地学の授業が行われなくなり、大学の地質系学科においても野外調査実習のウエイトが少なくなり、今後、地質技術者が減少し地質調査技術が衰退することが懸念される。本発表では、「地質とは何か？」の問いからスタートし、初級～中級の地盤技術者に必要な地質学および地盤工学の基礎知識について、岡山県で見られる地形・地質を例として解説する。合わせて、地質調査業務に付随する地質リスクについて参考文献を基に紹介し、公共事業において地質技術者に求められるものは何かを考察し、いかにして若手技術者に技術を伝承するかについて提案する。
「これからの技術者は！－人から学ぼう－」

常盤地下工業㈱　取締役技術部長　瀬原　洋一
この業界に入って、はや30年を過ぎました。あっと言う間でした。自分自身をふりかえると、１級土木施工管理技士から始まり目標の技術士、さらには山口大学の学位の取得までと『仕事と資格取得』に追われて来たような気がします。一方では、PTA会長・子ども会の応援・山口県技術士会の事務局・自治会の班長などなどなど！・・・私生活でも色々な方々とふれ合い、いつも何かを学ぼうという姿勢は崩していませんでした。これでいいのだ！と、いつも思っています。ここに至るまで、とにかく多くの人から学ばせていただきました。人とふれあい、 五感で体感することで、自分のインセンティブを高揚させてきたような気がします。ところで、昨今の我々の業界に目を向けてみましょう。もう、専門って言葉が通じなくなったような気がします。社会の様子が大きく変るなかで、これからの社会資本整備に関わる技術者は、どう進化してゆくべきか・・・みなさんと対話型で，いっしょに考えてみたいと思います。

「花崗岩地域の斜面崩壊の今昔」

 一山コンサルタント　代表　山下 祐一

花崗岩地域の斜面崩壊は発生頻度が高く、その崩壊予測は難しいものがある。斜面崩壊の事例をとおして、斜面崩壊の様子を整理し、斜面崩壊予測につながれば幸いである。これまでの斜面崩壊の過去から現在まで、色々な条件のもとで発生した斜面崩壊を通して、伝承できるものがあればと考えている。

「水源調査のボーリング技術、及びその設備を利用した削孔技術の紹介」

 ㈱タシマボーリング　代表取締役社長　田島　大介

水源調査、特に井戸に関するボーリング掘削技術について、事例などを交えた紹介を行う。また、水源調査で培った削孔技術やその設備を応用あるいは利用した事例についても併せて紹介する。

「軟弱地盤の形成と変形を許容した対策工法」

 ㈱藤井基礎設計事務所　代表取締役　藤井　三千勇

軟弱地盤上に道路や造成を行う場合の考え方を、過去の経験を踏まえて発表する。まず地盤調査の前に、対象地の地層の成り立ちをイメージすることが大事である。その上で調査を行い地層の状況を理解する必要がある。具体的な事例（宍道湖周辺や山間部・河川部など）で解説を行う。次に対策の基本的な考え方を示し、対策工法の事例を紹介する。近年は、軟弱地盤対策として地盤改良や基礎杭が主流であるが、変形を許容する安価な工法も、有効活用すべきだと考える。現在、「コスト縮減をいかに提案できるのか」が「技術者の技量」として問われる時代になってきている。変形を許容する工法を見直し「コスト縮減」に繋げることが、再び重要になってきていると感じており、この点を伝承していきたい。
会場ご案内 
日　時：平成２４年６月８日（金）

会  場 ：
山口県健康づくりセンター　

2F「第一研修室」　　定員２００名（予定）


　山口県山口市吉敷下東三丁目1番1号

TEL:083-934-2200 　　FAX:083-934-2209

アクセス

新幹線でお越しの方は新山口駅で下車

防長バス（山口方面行き）大橋停留所下車（所要時間約30分）

　※停留所から徒歩5分程度

ＪＲ（山口線に乗り換え）矢原駅下車（所要時間約15分）

　※駅から約2Km・徒歩約25分（タクシー無）

湯田温泉駅下車（所要時間約20分）

※駅から約1.5Km・徒歩約20分（タクシー有）

タクシー（約30分）

お車でお越しの方は広島方面から　中国自動車道　山口ICから約１５Km


　　　　　　　　　　　　　　山陽自動車道　防府東ICから約25Km
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第２０回　技術講演会　参加申込書


	県 名
	島根県


1． 参加者

	所  属  名
	氏 名
	講演会
	弁当
	技術者  交流会
	会費(円)
	備 考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


(注)　講演会、弁当、技術者交流会は○、×で記入。発表者または、会場担当者は､備考蘭に発表者または会場担当者と記入。

2． 会費

	
	会  員
	非会員
	官公庁

	講演会(テキスト代)
	３,０００円
	３,５００円
	無料

	弁当
	１,０００円

	技術者交流会
	５,０００円


（注）発表者、会場担当者は、テキスト代、技術者交流会費とも無料

3． 昼食､宿泊

1 当日の昼食は、会場付近にあまり飲食店がありませんので、事前の弁当予約もしくは各自で準備をお願いします。

2 宿泊は、各自でお願いします。

4． 申込み方法

参加を希望される方は、５月１８日(金)までに、当申込書を島根県支部事務局にファックスの上、会費を下記の口座にお振り込みください。
	－ 申込先 －

	中国地質調査業協会島根県支部

〒690-0816 松江市北陵町４１番地

TEL 0852-21-5663  FAX 0852-21-8986

    【会費振込口座】

     山陰合同銀行 島大前支店

     普通預金 ２７５１８２３

     預金名義 中国地質調査業協会島根県支部

     預金名義 支部長 藤井三千勇

     ※振込手数料は別でお願いします。


※お申し込み及び会費をご入金頂いたあと参加票等の送付は致しませんので、当日直接会場にお越しください。
島根県用





中国地質調査業協会島根県支部  宛     (ＦＡＸ：０８５２－２１－８９８６)








